　そう、僕の名前は愛犬リキ。

７年前に天国に召され、今は先に天国に来ていた僕の大好きなお婆ちゃんと一緒にいる。

僕が死んで間もない頃には、よくお父さんに声を掛けられ、しばしばお父さんのパソコンの中へ舞い戻ったものであった。

ここ２、３年はお父さんから声が掛からず、このパソコンの中に来るのも久しぶりである。

２年近く前の大地震、大津波そして原発事故で世の中は混乱し、お父さんも大変だったのだろう。

まだまだその大災害の爪痕は、被災地のみならず日本中に広がっているようである。

そして更にその恐怖は、世界中の記憶の中に今尚生々しく生き続けている。

大自然の猛威の前に、生ある者の力はなんと儚く、なんと脆いものなのか。

幸いにも僕はこの世で与えられた寿命という物を、蝋燭の芯が最後の最後に燃え尽きるまでまっとう出来た幸せものである。

この２年間お父さんは色々な報道で、未来が煌々と輝く幼い子から少年少女、青春真っただ中の青年、世の中そのものがその人に頼りたかった成人、そして世の中がその人に世話になりこれから少し楽をしてもらおうとした老人の寿命が突然閉ざされてしまった事に、やりきれない悲しみと無念さを感じ続けている。

そして今尚原発事故による避難生活を強いられている多くの家族や人達をみて、お父さんは心をいためている。

大学時代化学を専攻していたお父さんは悔しがる。なぜセシウム137ごときにこんなにも世の中を掻き回されなければならないのか。

それも自然界にはありえない、人間が作り出してしまったセシウム137なるものを、もっと制御出来ないのか。

お父さんは事故後色々と放射性物質について調べてみた事がある。
それぞれ専門家が必死になって除染の方法を考案し、国もそれを後押しし一刻も早く元の生活が出来る土地を取り戻そうとしている。

しかし半減期が３０年と言う人の人生の半分近い長い期間で半分にしかならないセシウム137については、何か特別な方法でもこうじない限り何もかもが好転するとは思えない。

六十六歳の年をお父さんは悔しがる。もっと若くにこんな問題点にぶつかっていれば自分も何か研究の一端を担えたかもしれないと。

それでもまだ何か方法は無いのかと、夜中になると布団の中で頭を巡らせる。

実はお父さんには科学というものに対して一つの持論がある。

科学というものはそれまでの十二分な研究と一瞬の閃きが絶大なる成果と結果を生み出すものである。

過去の成功者と言われる人による大発見も、閃きというものが重要な部分を占めていた事、そして其の閃きは失敗もしくは誤算から生まれた事が多々あったこと。

少しは化学をいじったことがあるお父さんは、セシウムが周期律表の下の方に位置し、一価のアルカリ金属で反応性はあってもなかなか簡単に他の物質に変えることは困難な事は察しがつく。

まして原子核レベルの話である、何かと結合して他の物質になったところで、元素そのものの性質がそう簡単に変わりようも無い。ましてや原発の連鎖反応により核分裂し生成されてしまったセシウム137がより安定的なヨウ素137に簡単に変わるとは思えない。ヨウ素137にさえなってくれれば半減期も秒単位になり、収束も早まるのだが。

世の中の科学者、研究者に期待したい、なんとかして放射性物質を制御分解し、より安全なより安定した物質に変える方法を発見して欲しいものである。

２
そんな難しい悲しいことの多いこの世に、お父さんが僕を久しぶりに呼んだのには訳がある。

とても素晴らしい素敵な話が、とある遊園地に起きたからである。

今、お父さんはその遊園地に１テナントとして仕事場を与えられている。

大学で化学を専攻したお父さんの仕事場がなぜ遊園地の仕事かというとそれなりの経緯がある。

大学在学中に父親が急死し、止む無く家業のおもちゃ屋を切り回しながら大学を卒業したものの、家業と学業の両立は難しく、化学で世の中に出るだけの学業を修得し得なかったと判断したお父さんはおもちゃ屋を継いだのである。

ある時業者に頼まれキャラクター人形を作ることになった。

その商品がいくら作っても足らない位の商品となり、お父さんは寝る間も惜しんで下請けから内職周りそして納品先と駆けずり回った。

確かに幾らかの蓄えは出来るようになった。しかしお父さんがいちばん感激したのは儲けではなかった。
ある日たまたま通りかかった自由が丘の大きなおもちゃ屋の正面の店頭ウインドウに、自分が駆けずり回って作っているその人形が飾られていたのである。

びっくりしたお父さんは、その大きなおもちゃ屋のウインドウに飾られているその商品を見て感激し、近づいて行くと、これも又たまたま中から店員が其のウインドウに近づき後ろの扉を開け、たった一つ飾られていたその人形を取り出したのである。

お父さんにしてみれば、苦労して作り上げた作品を、やっと出品出来た展覧会の展示場から下ろされる思いがした。

人気で品薄になっていた商品である、最後の１個だったのであろう。

「ええっ、・・・・・。」と思った瞬間、其の人形を店員さんから受け取った幼い男の子の、何にも変えがたい宝物を手にして感激しきった満足げな、幸せそうな笑顔がお父さんの目に飛び込んで来たのである。

店の奥の方ではレジに代金を支払い、我が子の笑顔にこの上ない満足げなお父様らしき姿があった。そしてお金を支払いながらもこの上なく幸せそうであったのだ。

お父さんはこの時初めて商売の本筋を見た気がした。

何年か前まで化学者になる事を夢見ていたお父さんが商売に目覚めた瞬間だったのだ。

商売はお金儲けだけではない、お買上げいただくことでその人達に欲しかった物を手にする喜びと感激を与えること。

更には、その時の思い出といっしょに商品が家庭に持ち帰られ、それが後々までもその場所で幸せを育む事。

元々人を喜ばせたり感動させたりするのが好きだったお父さんは、もっとこんな場面を身近に見たり、提供したりしたいと思い始めた。

そして、親子のこんな幸せそうな場面をより多く身近に感じられる場所として、お父さんは遊園地を仕事場に選んだのだ。

以来４０年間、遊園地業に携わる事になったのである。

３

　５、６年前お父さんは其の時の仕事場である東京郊外のよみうりランドにいた。

このよみうりランドに来るまでに多摩川園から始まり二子玉川園、向ヶ丘遊園地と東京近郊の遊園地で仕事をしてきた。

それぞれ東急、小田急と電鉄の経営による遊園地であった。

電鉄会社が遊園地を経営するのにはわけがあった。

沿線を開発し住民を増やし更に其の路線を延ばしていく。そして其の沿線の住民対象に展開する事業所の一つとして、よりキャパシティーの考えられるものとして遊園地を考えていたのである。

また当時路線開発を許可する自治体側も、公共の広域場所として、遊園地のようなものを敷設する事を義務付けてもいたようだ。

又、遊園地の利用客が路線を使うことによる運賃確保という収益面も考えていたのである。

しかし、車社会となり遊園地入場者の路線の利用は減り、バブル崩壊、少子化によるマーケット減、そしてディズニーランドの台頭など、電鉄会社が本業以外の事業として展開していくには難しい状況となって来たのである。

入園者は減り、施設を新しくする資金、新規の大型遊戯機への投資が困難となり、ついには閉園の憂き目と言うことになったのである。

この近くでも他にも横浜ドリームランド、多摩テックと、電鉄の経営でないものも閉園になってしまっている。

それこそ勝ち組ディズニーランド対する負け組みなのである。

確かに少々大掛かりなイベントを組んでも、費用対効果を見ると実行対象とはならない試算が成り立ってしまう。

つまり投資を抑えることで存続の道を探る、もっとも歯痒いレジャー産業が遊園地業なのであった。

当然のごとく入園者は右肩下がり、売り上げも前年割れを繰り返す方向を辿るのである。

お父さんはこんな情勢にとても心を痛めていた。

３０年程前に最初に多摩川園が閉園する時、若い園内テナント業者として夕方のニュース番組の取材を受けたことがある。

その時お父さんは「子供達の歓声の聞こえる場所がなくなっていくのはとても寂しいし残念です。」と答えている。

そして失くすものは子供達の歓声だけでは無い事も知っている。歓声を上げて喜ぶ我が子を、孫を見てとても嬉しそうで幸せそうな笑顔のファミリー。

更にイベントの内容によってはむしろ大人達自身が感動し感激し、童心を取り戻すことさえある事を。

何年か前、先輩である当時映画の東宝の事業部次長のＫさんに「今はこれからの事業展開の中に高齢者を対照とするイベントを本気で考えている。」と聞かされた事がある。

そして何年か後に、当時仕事をしていた向ヶ丘遊園が閉園する半年程前に、ナイトローズガーデンなるイベントが実施された事があった。

初夏と秋には何万人もの人を呼ぶそれは素晴らしいローズガーデンが園内にあったのだ。

比較的秋はお客様も少なく、菊花展なども含めて人を呼んでいたのである。

しかしこのナイトローズガーデンのイベントは大当たりで、いつもなら閉園時間で、ひとっこ一人いなくなる遊園地に、入園料の安くなる夕方にどっから来たのというくらい人が沸いて来たのである。

当然のごとく遊園地も賑わい高齢者でも乗れる観覧車などは長蛇の列である。

そんな中お父さんは心を奪われたグループがあった。

初老の夫婦らしきカップルが２組で、ダブルデートきどりでそれぞれに生ビール片手にお父さんの店の前を通り過ぎたのだ。
ナイトローズガーデンに満喫したのか、とにかく会話が弾んでいた。

観覧車にでも乗ろうと話しがまとまったのか、足取りも軽くとても楽しそうであった。

其の内の一人の奥様風の女性が「まあ楽しいわねえ、何年ぶりかしら、こんなにはしゃいでしまったの。」と言うと、もう一人の女性が「ほんと、私達ってまだはしゃげるのね。」と声高らかに笑い声を残し通り過ぎて行ったのだ。

男性陣は我が連れ合いにまだまだ若さのある事をほくそえんでいる感じで、美味しそうにビールを傾けていた。
お父さんは思った、内容さえしっかりしたものであれば遊園地のイベントでも子供達だけではなく、ファミリーも、大人達も高齢者達までも喜ばせ感動させ、はしゃがせる事が出来るのだと。

特に高齢者達は人前ではしゃぐ姿をあまり見せたがらないのが日本人のお人柄とされて来た。

つまり自分が楽しむ姿を表現するのが苦手な年齢で、ベロベロに酔った時ぐらいがはめを外す事を許される唯一の時、そんな認識がある。

お酒の力を借りなくても何かに感動し感激しそれが快くなれば自然と心が高揚して素直に自分を表現出来るのである。

その時以来お父さんは遊園地でテナントとして営業をする際、子供達はもちろん大人も高齢者も楽しめる何かをと言うポリシーのもと営業を続けている。

そんな思いがあっても１テナントが遊園地の入場者を増やすことなど無理に等しい事である。

年に何組かこれが目的で来ましたとリピーターになってくれるお得意様も現実にはある。しかしそんな数は何十万人もの入園者の動向を揺るがすものにはなり得ないのである。

それでも「ここでしか出来ないから」と天然石採りのファンがいてくれる。

幼い我が子にまだ乗れる乗り物も少ないからと、お父さんのお店のストーンハウスで天然石採りをやらせたお父様が、”お父さんに良い石を探すんだと一生懸命になり、やっと見つけた時「お父さんこれだよ、良かったね見つかって」と言ってくれたとき、こんなに自分の事を心配してくれているんだと、悪いけどこんな遊園地で思わぬ感動をさせられ、なんだかジーンと来てしまいました。”とインターネットに書き込みがあったとき、お父さんはまだまだ頑張ろうと思ったようだ。

しかし情勢は閉園していった他の遊園地と同じで入園者数は右肩下がり、このよみうりランドでは周辺道路に面している部分を、賃貸事業用地として活用することで繋いでいる状況であった。

１００万人を超える年間入場者も４５万人を切るところまで落ち込んでいったのである。

事務所の部課長クラスの話の中には、このまま遊園地を継続し得るのか、閉園するのか、それとももっと縮小して４０万人体制の遊園地を考えるのかと悲観的な声も聞かれ始めていた。

当然のごとくお父さんの商売も決して良い方向ではない、でも一人でも本意を分かって感動を持ち帰ってさえもらえればと、アルバイトの人件費を抑えお父さん自身がスタッフとして店にはりついていた。
唯一３０年来お父さんの右腕として一緒に遊園地業をやり通してきた社員に任せているゲームコーナーの方がそれなりの成績を収め、何とか凌いでいたのである。

４
その頃のよみうりランドには、はっきりとしたオフシーズンがあった。

つまり営業はしているが;、お客様の来ない冬枯れのシーズンである。

ディズニーランドの様な全天候型の施設の多い遊園地以外は、はっきりとした繁忙期と閑散期がある。
そして更にレジャー産業の宿命である世の中の人が休める土日中心の繁忙日、又学校の休みである春休み、ゴールデンウイーク、夏休み、冬休みが中心の営業体制をとるのである。

このよみうりランドには立派なプール施設があり、夏は天候にもよるが１０何万人を越えるプール入場者があり、プール利用客の何割かは遊園地にも入場するため、猛暑の中の夏枯れ時期はない。

むしろ本当のピークのゴールデンウイークより期間が長いだけ、稼げるシーズンではある。

しかし冬については成す術も無いのだ。冬休みに入ってからとお正月に少し入園者が増えるそれだけである。

以前はアイススケートの臨時の施設を設けたりしたこともあったようだが、そんなに人を呼べるものでもなく、もう最初から冬はオフシーズンだからという考えが定着していた。

集中休園日と称してウイークディを全て休園とし、遊戯機や施設のメンテナンスを行う週を３，４週設けるほどである。

よみうりランドの従業員や各テナントの従業員も、この間に各自身体のメンテナンスや、家事行事旅行を集中させてやる習慣が何時の間にか身についている。

その分夏場は休み無く働く。夏になるとお父さんは口癖のように、「今年の夏は６０何日連続出勤だ」と言っている。

そんなに働き詰めで大丈夫なのと思うが、それもこの冬場の休日の多さに救われての事なのかもしれない。

この冬場になるとテナント担当の事務所の若い社員達が、巡回と称してお父さんの店に時々顔を出す。

遊園地業の長いお父さんのいろんな話を聞きに来るのだ。

ある時入社２年目でその時のテナント担当のＯ君がやって来た。

暇な時期でもあり、取り立ててこなさなければならない仕事も無いだろうと、店のレジ場の後ろのせまーい事務所に迎え入れた。

その若い社員は、簡単な連絡事項をお父さんに告げると、おもむろに少し伏し目がちに話し始めた。

「社長、この遊園地どうしたらいいですかねえ。」と、落胆した様子がうかがえる。

お父さんはご馳走するべくインスタントコーヒーを入れ、この若い社員の戸惑いを察しながら、”可哀相に君もか”と思う。

それというもここ３、４年この冬場になるとこんな状況が時々起こるからなのだ。

つまり入社したての若い社員達がそれなりの夢と希望とモチベーションを持ってこのよみうりランドに入って来たのに、この冬枯れの現実を見せつけられ、自分達が思い描いていたものとの落差に戸惑い、あがき始めるのである。

彼らの殆どは大学を出て、株式会社よみうりランドを希望する就職先として選択し、試験に合格し、採用されて入って来ているのだ。

この点はお父さんはとてもよみうりランドを羨ましく思う。

と言うのも、それまで仕事をしてきた電鉄系の遊園地の社員は、それぞれ電鉄を就職先として希望し、電車の運転手であったり車掌であったり駅長であったりが職業選択肢のなかにあり、残念ながら遊園地を仕事場とし最初から希望していた社員は殆どいなかったのだ。
どちらかと言うと、最初に遊園地に回されてしまったと言うモチベーションの低さを持って仕事場に配属になるのだ。

その点彼らはアミューズメントパークのエンタテイメントを少しは研究し、彼らなりに自分の適合性も考え、活躍できる場所としてこの遊園地に入ってきたのである。

お父さんがこのよみうりランドで仕事をするようになって初めて感じたのは、独立独歩でこの広大な敷地の遊園地を切り回さなければならない事業体制の困難さである。以前のような電鉄と言うバックボーンが無いのである。

会社自体は他に競馬場であったり、ゴルフ場であったり、賃貸事業であったりそれぞれ補い合う事業があって会社の存続がありえるのであろう。しかし社名にあるよみうりランドの位置づけは、お荷物にはなってはいけない位置づけなのである。

殆どの社員が４大出身の事務所の中では、よみうりランドそのものが存続する為の模索が続くのである。

資金投下は費用対効果が優先し、こうもしたい、ああもしたい、こうしなくちゃ、がなかなか決められないのが現実なのである。

きっとお父さんの様に、人を感動させ喜ばせることが好きであったろう若い新入社員達は、この遊園地がこうなって欲しい、ああはならないのか、と上司に進言しているのであろう。

しかし殆どの事がそれなりの費用が必要となり、中々受け入れられず、却下されてしまうのである。

そして、入社当時のモチベーションを保ちきれない若者の中には、退職して他の道に進む者も出てくるのである。

Ｏ君は言う「縮小なんてありえるんですかねえ。」

そう、彼らは遊園地を想像する時賑わっている時のそれを頭に描いているのだ。

こんなに広大な敷地の中に、お客様より従業員の方がはるかに多い閑散期がこんなに長く、こんなに多くあるとは思いもしなかったのだ。

彼らが就職を希望した企業は、当然発展して行ってくれないと困るのだ。

「そうねえ、大丈夫、入園者を増やせばいいんだよ。」と、お父さんは言ってのけた。

「ええっ、随分簡単に言うじゃないですか。」と、そんなことは事務所でも当たり前のように出る話で、その為にどうしたら良いのかが分からなくて困っているのだと言いたげな表情をする。

お父さんは諭すように「いいかい、この遊園地は立地から考えても交通の便は悪く、周辺道路の状況からみても、１日１万人を超える入場者はあまり期待できない。桜のシーズンやゴールデンウイークなど駐車場もすぐ一杯になり、入場するだけでも大変なんだよ。だからハイシーズンを狙うのでなく、オフシーズンを狙うんだよ。そう皆が捨てる冬枯れの時を。

いくら駐車スペースを確保しイベントを考え直し、ハイシーズンに増客しても１日千人、二千人がやっと。それに日数も少ない、費用も掛かる。

だから駐車場のガラガラのこの時期に人を呼べばいくらでも受け入れられるでしょ。と言うこと。」と、さもあたり前のことのように話した。

「ええ、まあそうですけどねえ、冬に来ますかねえお客さんが。」と、Ｏ君はありえない世界の話になったとでも言いたげである。

｢何、君知らない、イルミネーションが話題になっているの。

いや、実は我々家族はもう１０何年も前からイルミネーションツアーをやっててねえ、最近では御殿場にある『時の栖』がもの凄いことになっているんだよ。

いや、この話しは君の先輩の企画課のＮ君にパンフレットを見せ、是非視察して来るといいよって言ってあるんだよ。

ただまあここの規模は尋常じゃないから、なかなかそのとおりをここでとは行かないだろうけどね。

でもね、冬の夜でも人は動くと言うことだけは言えるね。

車社会になったこと、防寒着や防寒グッズが安易に手に入るようになった事なんかで冬の夜でも人は出掛けて来るんだよ。」

「へえー、そうなんだあ。自分も行ってみます。」と、Ｏ君は少しモチベーションを取り戻したかのように出て行った。

お父さんは『時の栖』の視察を促したＮ君をとても気に入っている。

と言うのも、入社何年目かでテナントの担当になりお父さんの店にもよく来るようになった時期があった。

Ｏ君の時と同じように狭ーいお父さんの店の事務所でよく話をしていた。

彼が大学の卒業論文の題材にアミューズメントパークとエンタテイメントを取り上げ、書き上げていたのをインターネットを通してダウンロードしてもらい、読ませてもらったことがあり、この遊園地業に対する彼の思い入れの凄さにとても好感を持ったのだ。

そして今、正に企画課というやりがいのある部署に配属になったのである。

最近転勤してきた、今までより若手の園長を中心にこれからのよみうりランドを創造しようとしているのである。

この園長もなかなかの人物で、今までの園長よりかなり若く、厳しいようでも若手社員、アルバイトにも人気がある。

そしてさらにお父さんのお気に入りにはもう一人若手の社員のＳ君がいる。

彼もＯ君の前にテナントを担当したことがあり、お父さんの店の狭ーい事務所を訪れた一人である。

そして、同じように自分の活躍場所を模索していた若者である。

３年ほど前、テナント担当が終わって、他の部署に移動しているのにお父さんを訪ねて来たことがある。

そして「社長、お土産です。」と、アメリカ土産のチョコレートを持って来てくれたのだ。

「えっ、ありがとう、どうしたの。」と、お父さんは驚いた様子で聞いた。

「何、バカンスかい。ハワイ？」と続けると、

「いや、ニューヨークです。本場のエンタテイメントの勉強に。」と、大きい目を輝かせるように言った。

｢本当、それは凄い、いいねえ、嬉しいねえ。でどうだった。」と、お父さんが言うと、

「いやーっ、凄かったです。勉強になりました。

社長がいろんな話してくれたじゃないですか、だから何か勉強したくなって。」と言うのである。

お父さんは嬉しかった。

そしてこのよみうりランドが若者に勇気づけられていく気がした。

そう、もうあの３０年も前に閉園した多摩川園の取材のときのような、寂しい思いはしたくないのだ。

子供達の歓声が聞こえ、大人達までがはしゃぐ事を思い出す、そんな場所が無くなって欲しくないのである。

５

２００９年の１１月の終り頃のよみうりランド、何かが起こり始めていた。

いや、もうすでに起こっていた。

今年から冬にイルミネーションのナイター営業を実施するのである。
お父さんが冬枯れの時期に人を呼ぶ事だと言い始めて何年目であろう。

夏過ぎから施設課の人達による、電気設備の敷設作業から始まり、そろそろ閑散期に向かうこの時期に、従業員が総出でイルミネーションの取り付けに、休み返上で大わらわである。

ＬＥＤ電球のイルミネーションが一般化されるようになり、電気量、耐久性、敷設の安易さなどがもてはやされ、色々なところで冬の夜のイベントが催されるようになっている。

しかし、遊園地のような大きな施設で、イルミネーションを集客の目玉にするには、生半可な数の電球ではどうにもならず、従ってその買い付け費用だけでも相当なものになってしまう。

ましてそれの敷設を全て専門業者に委託しようものなら、とんでもない予算が必要になるのである。

今回の冬場のイルミネーションナイター営業実施は、お父さんと同じような思いを持ち続けていた事務所の上司達と予算編成を製作する本社との真剣なる討議の末の決定であろう。

イルミネーションで集客がどの程度出来るものなのか、ある意味大きな賭けなのである。

したがって１年目は様子見の意味もあり、掛けられる予算には制限があるのは当然である。

とはいえ、現場の事務所側では出来るだけ派手にお客様を感動させたい。そこで社員自らが総出でＬＥＤ電球の飾りつけをする事になる。
いつもネクタイ姿の園長のＫ部長までもが、つなぎの作業着に軍手といういでたちで先頭になって作業をする。

当然Ｎ君もＳ君もＯ君も生き生きと作業に励む。みんなが新しいよみうりランドを自分達の手で作るんだという気構えが満々ている。

お父さんが園長に「部長自ら大変ですねえ。」と、声を掛けると、
「いやー、みんなでやらないと。」と、つなぎの作業服姿が誇らしげである。

来る日も来る日も交代で社員達による夢の園作りは続いた。

春には桜が、来園者に「まあー綺麗」と歓声をあげさせる、１００メートル以上もある桜並木を、ＬＥＤ電球の光で満開にさせようというのである。

園内のいたるところ自分達の手で作業できる所は、みんなが分担してやっている。

さすがに２０メートル以上の作業箇所はプロがやっていたが、それでも今年に限っては手作りであった。

何か我が子を喜ばせようと、クリスマスツリーに飾り付けを一生懸命やっている親心を見るようでもある。

彼らにとって喜ばせたいのは我が子ではなく、お客様全てである事は言うまでもない。

このよみうりランドには他には無い夜間営業に持って来いの条件がある。

東京の西を流れる多摩川を超え、初めての丘陵地に立地しているからである。

つまり１００万ドルの夜景として東京が一望でき、直ぐ下には稲城市から調布、府中の町並みが眼下に広がるのだ。

園内の高さを誇る遊戯機、観覧車やバンデットからは、澄み切った冬の空気が夜景をいっそう感動的なものにしてくれる。

とてもロマンチックで、幻想的な空間を演出してくれるのである。

「この遊園地は夜間の照明が足らないから、夜間営業は難しいのでは。」と、心配していた人達も、その暗さこそイルミネーションを際立たせる、最大の要素であることを今はむしろ歓迎するようになっていた。

かくして、よみうりランドが再生する為の実験的イルミネーションナイター営業はスタートしたのである。

当初ナイター営業日は冬休みを中心に１ヶ月足らずの限定であった。

それでも、夜間料金の始まる午後４時以降に入園するお客様も２０００人を超える日もあり、昼間の入場者が夜間営業の時間まで居残り、イルミネーションが夜空に映える頃には、ハイシーズンの賑わいをみせるぐらいとなったのだ。

もちろん資金投下と効果測定の結果は暗澹たるものでは無かったかも知れない。

しかし、ありえないだろうと捨てられていたこの冬枯れのシーズンに、何万人もの集客があったのだ。

そしてなによりも他の施設には無い、このよみうりランドの立地条件がなす夜景のプラスアルファーをお客様自身が見逃さなかったのだ。

そのお客様の感動を受けた顔つきに、事務所の社員一同、そして本社のお偉方とも「うむっ。」と、まえがかりになったに違いない。

事務所の若い社員達は、終業時間が遅くなる事を誰一人文句を言うことなく、「俺達の遊園地も夜間営業出来るんだ。」と、誇らしく思うようになった。

それと言うのも、以前このシーズンには１６時に閉園するという、レジャー産業ではありえない営業体制を取っており、お客様から「ええっ、もう終りなの。」と、落胆された事もあったのだ。

感動させたり、喜ばせたりが好きで選んだ職場で、お客様に落胆されるほど辛く感じる事は無かったろう。

お父さんの店の狭ーい事務所に訪れた、若い社員達はそんな思いをなんとかして欲しくて、又自分でなんとかしたくてもがいていたのであろう。

彼らの思いが一つの光明を照らし始めたのかも知れない。そして園長始め事務所の上司達に入社当時の情熱を思い起こさせたのだ。

情熱を持って仕事に向かう現場に、さらなるステップを考えない本社など無い。

手作りイベント的なイルミネーションナイター営業は、翌年の大イベントへの足がかりとなったのである。
６
翌年２０１０年は、前年の秋に閉園した、多摩テックの団体客などの取り込みのお陰か、春から入園者は増加傾向にあった。
新年度の４月になると、年間の営業時間を表す年間営業スケジュール表が各テナントに配られる。

詳しいものは３ヶ月ごとに、それぞれのシーズン前に配布となるのだが、年間のこれにははっきりと冬のナイター営業が本格化している事が読み取れる。

そして、夏前ぐらいから何か大きなプロジェクトが動き始めているらしいことは事務所の空気で分かる。

この１，２年前に本社からこの遊園地の顧問としてＴ重役が赴任されている。

重役でありながらなかなか気さくな方で、お父さんは赴任されて来られた年の遊園地のゴルフコンペで、ご一緒することになり、その時回りながら色々身の上話などする内、出身校こそ早慶と分かれたものの、歳も一つ違いと分かり話しはそれなりに弾んだのである。

体格は立派で大柄な風貌の割には、やさしそうで頼りがいのありそうな方である。

それ以来、時々園内を巡回される時、お父さんの店に寄って頂けるようになっていた。

今から考えると現場と本社の間に、この上ない太いパイプが存在していたのかも知れない。

顧問のＴ氏が園内を何時もは見かけない人達と見て回る姿が時々見受けられる。

それまでの机上の設計プランを、いよいよより具体的に現場に置き換える作業、新規プロジェクトが本格的に動き始めたのだ。

園内の業者への発表がなされ、今年のイルミネーションは、世界的に有名な照明デザイナーのプロデュースによる、他に類を見ない艶やかなものになるらしい事が分かった。

本社も莫大な資金投下を決断し、周りの競合施設の閉鎖に伴う増員だけに頼るのでなく、よみうりランド自身がその存続を世間に問う、大イベントの実施が決定したのである。

お父さんは嬉しかった。このよみうりランドがそれまでの閉園を余儀なくされた遊園地と違ってまだまだ世の中の人を感動させ、喜ばそうとしていてくれる事が、商売抜きで嬉しかったのだ。

秋半ばには又去年と同じように事務所の社員総出のイルミネーションの飾り付けが始まっていた。

今年は去年のそれと違い、手作りのイメージはない。

専門家による敷設工事域も更に増えている。

桜並木の木々にイルミネーションを敷設するのも、細かい指示書に従った、それはそれは神経を使うプロとしての仕事ぶりである。

例えば幹１本飾り付けるのも、リード線を巻いて行く感覚も１５センチメートル空けてはいけない、この位置のこの木はこの色だけと指示され、垣根には予め金網を見えない部分に張り、しっかりと指示された間隔どおりに敷設していくのである。

事務所の社員達も去年の経験もあり、すっかりプロらしく作業をこなしていく。

殆どの木々に飾られるイルミネーションのＬＥＤ電球は、今回のイベントを総合プロデュースする世界的な有名な照明デザイナーがパテントを所有するオリジナルの７色のイルミネーションである。

その七色はそれぞれが宝石の輝きを表すものらしく、市販される事の無い特別な物なのである。

そして照明デザイナーがプロとして計算しつくした場所に７色の中の１色だけの物を配置し、全体を見た時の印象をより感動的でロマンチックなものに仕上げていくのである。

そしてこの素晴らしきイルミネーションは、宝石（ジュエリー）を散りばめた幻想的な世界を醸し出す、ジュエルミネーションと名付けられたのだ。

１１月後半の土日祭日から２月のバレンタインデーまでの３ヶ月間、クリスマスからお正月を中心に、４６日間のナイター営業は昼間の増客数も数えると１３万人近くの入園者となった。

どんなに大がかりなイベントを実施しても、何万人と言う増客は望めるものではない冬のシーズンに、１３万人近くの増客である。

そしてそのお客様方が、幻想的なジュエルミネーションの輝きに酔いしれ、感動し、更には１００万ドルの夜景にも歓声を上げたのである。

バッテリーを積んで正面、側面をライティングした７両のバンデットは大人気で、長蛇の列である。

丘陵地を利用したこの絶叫マシーンの乗客は、先ず１００メートル近くもの高さまで引き上げられ、正面に東京の夜景をそして左眼下に稲城市、調布、府中の夜の町並みを１００万ドルの夜景として満喫し、園内のジュエルミネーションの素晴らしき全貌を上空から楽しむのだ。

そして次の瞬間、夜景に興奮してほてり気味の顔に、何年か前まで世界一であった落下スピードで、真冬の冷たい空気の洗礼を興奮と共に受けるのだ。

そして今度は漆黒の闇の中の谷底へ、次には丘陵地の木々の直ぐ上を、昼間の感覚では味わえないスピード感で走り抜けるのだ。

駅舎に戻ってきた乗客たちは、興奮のあまり歓声を上げる。

昼間のそれとは違った、夜のこのよみうりランドでしか味わえない、絶叫マシーンの登場なのである。

そしてこのライティングされたバンデットの車両は、真っ暗な山肌を見え隠れして疾走し、１００万ドルの夜景を提供してくれている眼下の町並みに、よみうりランドが確かに新しく生まれ変わろうとしている事の広告塔なのである。

夜景を楽しむ遊戯機として、その高さを誇る観覧車には、小さい子供から高齢者まで、これも長蛇の列である。子供達にも笑顔が溢れている。

こんな夜にお父さんやお母さんと一緒にはしゃげる楽しさに満足げで、ファミリーみんなの顔に幸せ感が満ちている。

人は何かに感動すると素直になれるのだ。

そして何時もは優しい気持ちになる事に恥らう大人たちも、素直にやさしくなれるのだ。

若いカップルに負けない位熟年のカップルも楽しそうで幸せそうである。

お互いに宝石色に輝くジュエルミネーションをバックに写真を撮り合う、知らない者同士が「お撮りしましょうか」と、声を掛け合い、照れながらも二人揃ってカメラに収まる。

こんな光景があちこちに広がっている。

遊園地のスタッフも持ち場を移動する際には、「シャッター押してもらっていいですか」と、何度も声を掛けられる。

お父さんはこの幸せ感の満ち溢れた現場がこの上なく好きなのである。
遊園地業と言うのは、ある意味割に合わない商売かもしれない。

世の中の人がゆっくり休暇を楽しむ土日中心に働き、春休み、夏休み、冬休みなどは休み無く働く。

そして気候ファクター、特に天気ファクターに大きく影響される収益を考えると、その継続はわが身を粉にする思いがないと続けられるものではない。

それでもお父さんはこの現場を、自らの仕事場として選んだのである。

この幸せそうなファミリーを、楽しそうなカップルを、そして元気な子供達を演出出来る遊園地を見ると、この仕事場にいる事が、本心嬉しくなるのである。

７
お父さんにはこのイベントの中で、何よりも感激し感動し嬉しくなった事がもう一つある。

若い遊園地スタッフ達による”ライトオンパレード”である。

出演はあのニューヨーク土産をくれたＳ君と、彼の先輩でストリートダンスのサークルに入っていると言うＹ君達が中心となり結成した、全く素人のダンスチームである。

アシカショウのインストラクターのお姉さんであったり、正門担当で出札の窓口のお姉さんだったり、事務所の若いスタッフだったりが、何ヶ月も前からそれぞれの業務を終えた後練習し、真剣に打ち合わせをし、それぞれがエンタテナーとなっているのである。

お客様を喜ばせようという一心にまとまり、辛い練習にも耐えて来たのである。

そしていざ本番の時も、その５分１０分前まで通常の仕事をこなし、急いで衣装に着替えスタート地点に駆けつけるのである。

パレードが始まると、彼らは立派にエンタテナーに変貌しているのだ。

遊園地のお客様を知る遊園地の従業員が行うエンタテイメントである、単なる素人芸で無いことは目に見るよりも明らかである。

その中には、右肩下がりの遊園地をなんとかしたくて、あがき苦しみ、ニューヨークにまで勉強場所を求めた者。

何時か発揮できるであろうと、ストリートダンスのステップを磨き続けた者。

暇で寂しい遊園地で、それでも一生懸命に明るい笑顔をお客様に提供し続けていてくれた女の子達。

彼らの初舞台がこけら落としとなったのである。

このエンタテイメントを彼らに託したのは、園長以下の事務所の上層部であろう。

本社から与えられた大資金投下と共に与えられた再生の期を、現場が更に盛り上げようとする姿勢そのものである。

この様なイルミネーションの最も興奮できる瞬間は、何１０万球と言うＬＥＤの電球が、暗闇に一斉に光を放つその瞬間である。

それまで暗闇に居た自分が、突然とてつもなく艶やかな世界へワープでもしたかの錯覚さえ覚える瞬間なのだ。

この瞬間を来園者に、より感動してもらう為の誘い作業が”ライトオンパレード”なのである。

先導車は、何時もは園内の怪我人や気分を悪くした人達を救護所に運ぶゴルフ場でよく見るカートである。

大音量の出力を可能にする音響システムとバッテリーを積み、園内の施設課の人達の手により、ＬＥＤ電球で派手に装飾されている。

今回のメインストリートとなるのは、社員達が総手で飾り付けをした、２００メートル程の桜並木である。

この通りは夜にはジュエリーロードと名を変える。

定刻の１５分位前になると、園内放送でライトオンパレードがジュエリーロードで行われることが知らされる。

園内の他のイルミネーションスポットは４時半頃には点灯され、それぞれの趣を呈している。

しかし、このジュエリーロードの周りだけはまだイルミネーションは点灯されず、桜並木の街路灯もバンデットの駅舎の蛍光灯も点いている。

５分ほど前になると先導車が緩やかな傾斜のジュエリーロードの一番上に運ばれる。

この場所は休園日などに作業車が出入りする通用門になっているのだが、その左右４メートル程の門扉に真っ黒なボードが取り付けられ、”Ｊｅｗｅｌｌｕｍｉｎａｔｉｏｎ”のイニシャル文字が白いＬＥＤ電球でボードいっぱいに装飾されている。

純白の可愛い衣装に着替えを終えたスタッフ達が７，８人駆け足で先導車の周りに集まってくる。

園内放送に促されるように入園者達がぞろぞろとジュエリーロードに集まってくる。

係員の誘導で８メートル程の桜並木の両側がどんどん人で埋まっていく。

その人並みの中に入場者を誘導しながら、イルミネーションの電源用に敷設された２０メートル間隔位のブレーカーＢＯＸの前にさりげなくスタンバイする社員がいる。Ｎ君ともう一人その先のＢＯＸにも同僚の仲間が準備する。　

そして定刻５時の３０秒ほど前になると、バンデットのオペレーターが、「間もなくライトオンパレードが始まりますので、プラットホームの照明を一旦おとします。ライトオンパレードの後スターライトバンデットのスタートとなります。」という案内をする。

そして、１５秒前になると街路灯と駅舎の照明が一斉におとされる。

お客様たちはみんな映画かライブの会場に居る時の、あの開演前の暗転を見るような、これから起こることへの期待感で「おおっー」と興奮し始めるのだ。

定刻５時になると、カートとボードのイニシャル文字が点灯され、暗転となったジュエリーロードのてっぺんに人々の視線が集まる。

まず先導車に乗り込んだＳ君の、

「本日はよみうりランドのジュエルミネーションにご来園誠に有難うございます。それではライトオンパレードのスタートです。」と、マイクを通して歯切れの良いテンポのあるＭＣを流したのをキッカケに、大音量でマライアキャリーのビートの利いたクリスマスソングが流れはじめる。

妖精のような白い衣装のダンスチームがリズムにあわせステップを踏み可愛い振り付けのダンスパフォーマンスを始める。

手には男性陣は赤、女性陣は青のスティックライトを持ってゆっくり下の方に進むダンスパフォーマンスである。

１０メーターほど進んだ所でＳ君のＭＣが続く。

「それでは右側の木を注目してください。それでは行くよーっ、スリーっ、ツー、ワン、ライトオーン。」

何度も何度もリハーサルを重ね、タイミングを計り、ミュージックとダンスの振りのタイミング、そしてＭＣのキッカケと、試行錯誤を繰り返してのパフォーマンスなのだ。

「ライトオーン」のタイミングでダンスチームはその示された側のスティックライトを大きく斜め上に振り上げる。

もちろんこのタイミングにはＮ君もしっかり参加している。

つまりこの瞬間に遅れることなく、彼はブレーカーの中のスイッチをＯＮにするのだ。

するとその２，３０メートルの間にある桜の木々と、その下の植え込みと垣根の部分のイルミネーションが一斉に光り輝き始めるのだ。

ダンスチームの持つスティックライトが、桜の木に魔法を掛けたのかという錯覚を持つぐらいにうまく出来たパフォーマンスである。

そのエリアに居た人達は、トンネル状になった桜の木のイルミネーションと、それまでただ薄暗いだけの植え込みに突然満開に咲き乱れる宝石色のイルミネーションの輝きに感動し「わあーっ」と歓声を上げるのだ。

人は本当に感激、感動した時は言葉を無くす。「わあーっ」「おおーっ」「まおーっ」としか声が出ない。

少しして「まあ、綺麗っ」「すごい、スゴイ」。若い子達は「ヤバイっ」と、賞賛の声を取り戻す。

無論パレードはまだまだ続く、２０メートルほど進んだ所で同じタイミングで「さあっ今度は左側の木だ。いいかい行くよーっ」と、Ｓ君の声。

それまで少しは離れた所で起こっていた出来事が、今度は自分の場所で起ころうとしているのだ。

期待が膨らむ、ダンスチームのお姉さん達が近づいてくる、いよいよだ。

小さなお子様連れのお父さんお母さんはしゃがんで子供の手を取り、お姉さんの振りに合わせ、手を振り上げるタイミングを計る。

お客様の心を掴む事を仕事の中で覚えたスタッフ達である、真似をする子供達を見つけると、そばに行ってその手の振りを笑顔で教え、近づいて一緒になって手を振り上げる。

「ライトオーン」

小さな子供達は自分の手が魔法を掛けたのかと、光り輝き始めた桜の木を見上げ、目を輝かせる。

スイッチング担当のＮ君達も大変である、一つのポイントを終えると次のポイントを同僚に任せ、更に次のポイントへとさりげなく急いで移動する。

これこそがパフォーマンスである。

優れた芸を見せる事、それもパフォーマンスかも知れないが、スタッフ自身がお客様と一体になり、その感動できる瞬間を演出出来る事。

これほどのエンタテイメントは他には無いのではと思える程である。

３つのポイントを済ませるとジュエリーロードからバンデットのある少し細くなった道へ右折する。

園長以下事務所の社員が３，４人で危険の無いように先導車を誘導する。

みんなもう生き生きとして「恐れ入ります、こちらの方向を少し空けてくださーい。」の声も弾んでいる。

パレード隊はバンデット乗り場の前にある小さな広場に入り込み、一列横隊に並びダンスを続ける。

その前には順番待ちをするバンデットの乗客達が、ローピングにより整列して幾重にも重なって並んでいる。

広場でのダンスパフォーマンスは振りも大きくなり、より躍動してくる。

ここに居るお客様達が若者中心であることを承知しているＳ君は、ＭＣをクラブのＤＪ風に、

「さあっ、今度はバンデットだっ、みんなものってるかーい。さあっ、リズムにのって手拍子よろしくーっ。」

ダンスチームの何人かの女の子達も、一歩二歩お客様に近づき、更に大きな振りで手拍子を求める。

それまで寒さで肩をすくめていた若者達も、手袋したままの手でリズムをきざみ身体を動かし始める。

タイミング良くＤＪＳ君が、
「さあ、それじゃーっ、みんなでバンデットの駅舎を指差すよーっ。いいかい、いくよー、スリーッ、ツー、ワン、ライトオーン。」

瞬間、ダンスチームのスティックライトとみんなの指差す、蛍光灯の照明がおとされてうす暗くなっていた駅舎全体が、宝石色に光り輝く。

「うわーっ。」「スゲーっ。」「ヤッターっ。」「ヤバっ。」若者らしい感嘆の声である。

そして拍手まで起こる。ある者は拳を夜空に突き上げ、ある者は頭の上で両手を左右に振りリズムを取る。

そこはもう何かのライブの会場の様でもある。

スターライトバンデッドのスタートのプロローグなのだ。

パレード隊はバンデットの脇の道を通り抜ける。

この時たたみかける様に「今度は右側の高い木だ。いくよー、スリーっ、ツー、ワン、ライトオーン。」とＭＣが続く。

パレード隊について来た子供達はすっかり要領を覚え、お姉さん達と一緒に右手を振り上げる。

３０メートルほどの高さの木が、綺麗な円錐形に緑一色の光を放つ。巨大クリスマスツリーの出現だ。

入園者達は、何度目かの感動を新たに味わう。

そしてバンデットのスタート地点の前でもう一度ダンスチームが横一線に並びステップを踏む。

ＭＣのＳ君は「それではオマケに今度はバンデッドファイヤーだ、いくぞーっ、ファイヤーっ。」

この時タイミングを合わせ、バンデットのオペレーターも参加してガスバーナーのスイッチを押す。

すると、スタートの瞬間を待ちわびる２８人の乗客の正面間近に「ヴオーッ」と言う轟音と共に２０メートル程の炎の火柱が立ち上がる。

お客様達は「ウォーっ」と又驚嘆の声を上げる。

｢もう一つオマケに、ファイヤー・・・、ファイヤー」と、続ける。

その炎の演出の前で、ダンス隊の振りは一層躍動し、お客様もノリノリとなる。

そして、その日のスターライトバンデットの１号車は、集まった入園者の視線を一身に受けながらスタートして行くのだ。

その後パレード隊は太陽の広場のステージへと移動し、Ｓ君も加わってスポットライトを浴びてのダンスパフォーマンスを２曲分披露するのだ。

集まったお客様たちは、感動を演出してくれた彼らに、暖かい拍手を送り、そしてＳ君の「有難うございました、それでは園内のジュエルミネーションをごゆっくりお楽しみ下さい」とステージマイクを使っての最後のＭＣでライトオンパレードは終了する。

この間２０分位のパレードであるが、お客様を喜ばせようとする彼らの熱意にすっかり魅了されたお客様たちは、ステージの前に下りてお礼のご挨拶をする彼女達に、「一緒に写真を撮らせて下さいと。」申し出るのだ。

この光景は彼らのパフォーマンスが入園者の人達に、まぎれもなく快く受け入れられたと言う証なのである。

このライトオンパレードは今回の大イベント『ジュエルミネーション』の中のほんの一部分でしかない。

しかし、これが実施されるまでの過程の中に、どんな人達の力が結集していたのか、どんな人達の思いが集約されていたのを考えると、このよみうりランドという事業体がこれから突き進む将来に期待せざるを得ない。
夢と希望を持ち入社してきた若者達が、入って間もない内に現実を知らされ、不安と自身の無力さを知り、自分の自身の将来に疑問を感じ、もがき苦しみ、それを救ってくれる何かを求める。
中には挫折感だけを味わい、他に夢と将来を探すべく方向変換した者もいたであろう。
しかし、本気でもがく事から逃げなかった若者達は、愚痴る事はせず、学ぼうとする姿勢を持った。
ある者は学生時代の自分自身の論文にもう一度目を通し、その時の思いを掘り起こした。

ある者はストリートダンスのサークルでステップを磨くことでそのモチベーションを維持し、ある者はエンタイメントの本場に何かを学びたいという思いを実行動にした。
そして、みんな素直であった。人にも自分にも素直であった。
彼らはその素直さで、下請け業者の１テナントの老経営者に話しを聞きに行った事もある。

お父さんは彼らの話に愚痴る事が無い事に、彼らへの思い遣りの心だけが膨らんだ。

その時の本音の苦しみをぶつけ、お父さんの経験談や、打開策案に耳を傾けた彼らは、行動を起こす事が全てである事を知っていったのである。

きっと上司に進言する事も、却下される事の方が多かったであろう、でも彼らは諦めずに己の勉強不足を、学ぶ事で補い更に行動した。

彼らを束ねる上司達も、若者達の思いを知り、意欲に燃えていた同じ頃の自身を思い返し、今、部下達をどう導けば良いのかを知るのだ。
本社の経営者側も経営戦略会議の中に現場の機運をどう加味して行くのかを考え、事業そのものが前向きになる方向をトータル的に判断して行くのだ。
もちろん事業そのものが若者の夢や希望だけで動くものではない。

しかしこのよみうりランドのスタッフの彼らの成し得た一つのパフォーマンスは、確かに何かを動かしているのではと思えるのである。
動いてもらえたのは、現場の上司であったり、本社側であったり、経営者側であったりも、彼らが社員である以上必要かもしれない。
しかし、彼らが本当に動かしたのは入園者の心であり、その人達が思い出を持ち帰る園外の人達の心までも動かそうとしているのだ。

８

お父さんはある日ナイター営業の仕事を終え、帰るためにスタッフ出口へ向かった。

正門の横にある事務所の裏を通り抜けるのだが、その際お客様の帰る方向と一緒になる。
この遊園地の入場ゲートは園内で一番高い所にあり、そこへ行くには手前の大階段を上って行くのだか、閉園時間を過ぎているのに大階段はお客様でいっぱいなのだ。
そして殆どの人が後ろを振り向き、高台から自分達が今までその中にいたジュエルミネーションの光景を、名残惜しむように眺め、カメラに収めている。

出口のスタッフ達も、事務所のスタッフも園長のＫ部長までもが寒空に出てきて「シャッター押しましょうか」とスナップ撮影の最後のサービスを提供している。

お父さんは手の空いた園長に「素晴らしい光景ですねえ、もう一度振り返って思い出に残してもらえるなんて、如何に感動し満足して頂けたかの証ですよ。」と声を掛けた。
園長は「ええっ、そうですねえ。」と、今のこの状況の判断を改めて感じ入った様である。

お父さんは「この遊園地、変わりそうですねえ。頑張って下さい。それじゃお疲れ様です。」と挨拶をしてスタッフ出口に向かった。
さっきより少し張り切った声で「お撮りしましょうか。」と園長がお客様に声を掛けているのが聞こえた。
年が明けた一月三日、毎年恒例の安全祈願祭に出席したお父さんは、Ｔ顧問とお会いした際、年始の挨拶もそこそこに「この遊園地変わりそうですねえ。良いですねえ。」と言うと、
「そうですねえ、みんなも頑張ってくれていますし。お客様にも喜ばれているようだし。」と、もともとにこやかなか顧問は、ニコニコ顔で誇らしげにスタッフの評価も忘れていなかった。
重役のこの言葉の中に、お父さんは物事が好転していくさまを見た気がした。

評価される為に仕事をするのではない、しかし評価を受けない頑張りは決して長続きするものではない。
今、この遊園地が最も肝心な、お客様からの評価を得つつあるのは、現場・事務所・本社・経営者側の思いが一つになり、お互いを正しく評価しているからではないかと思う。
自身への正しい評価は、次への行動を呼び起こす。

嘆くことは愚痴を生み、愚痴は行動を阻止する。
忍耐は、次への原動力を蓄積し、飛躍を産む。

難しいようだが、全て素直になることで道は開けるように思う。

人は素直になることで、やさしくもなれ強くもなれる。
そして強くなった人は、自ら行動を起こす事を知る。　　
若い彼らのなしえたパフォーマンス『ライトオンパレード』は、冬枯れの桜の木々に明かりを灯したのみならず、彼ら自身の心の中にも明かりを灯したようである。

お客様が予想以上に来園された時などは、閉園時間になると駐車場の出口が渋滞を起こす。

その際少しでも渋滞を緩和させる為、東門と言う裏出口をお客様にご案内するのだが、住宅街の一部を通る為、事務所の若手社員達が角々に立って赤いライトの棒振りをし、幹線道路を案内することがある。

ある土曜日の夜、お父さんは仕事を終え、渋滞を避ける為帰り時間を少し調整して遅めに車で東門に向かった。

何台かのお客様の車の後についてゲートを出ると、閉園時間をとっくに過ぎているのにまだ彼らが一生懸命棒振りをやっていた。
冬の夜の寒空の下彼らは笑顔で、キビキビと案内をしていた。
一台一台お見送りをする彼らの笑顔からは、住宅街で大きい声は出せず、聞こえる訳も無い「有難うございました。又お越し下さいませ。」の声が、窓を閉めているお客様に、確かに届いているようであった。
その中の一人にＳ君の姿を見つけたお父さんは、窓を開け顔を乗り出して、
「寒いのに大変だね、ご苦労様、頑張って。」と、声を掛けた。
「ああっ」とお父さんに気が付き「お疲れ様でした。」と、押さえ気味の声で親しみのある笑顔を返してくれた。

彼らの目の奥にはしっかりと明かりがライトオーンされていた。

彼らの心に灯された明かりは、現場、事務所全体に灯され、本社、企業全体にも灯され、そしてそれぞれの将来、未来をも照らし始めたようである。

彼らが一番願ったお客様方の心の中にも、きっと素敵な明かりが灯されていてくれる事だろう。
９
この年のナイター営業は、ついに１３万人を越える来園者を迎えることになり、右肩上がりの成績は、現場を更に活気づかせて行った。
そして今度は三月終りから四月初めに満開になる桜をライトアップしての夜桜ナイターが企画された。
有名華道家のプロデュースによる、今までに無い桜を楽しんで頂くべき準備も、着々と進行していた。
そんな矢先、あの未曾有の被害をもたらした大地震が起きたのだ。

遊園地は当然１週間の臨時休業を決定し、施設、遊戯機の安全点検を念入りにすることになった。
幸いにも被害は無く、再開出来る見通しがたった。

日本中が打ちひしがれている中、遊園地というレジャー産業は微妙な立場である。

しかし、子供達から笑顔を取り上げたくはない。
まず子供達に笑顔を取り戻してもらおう。

昔アメリカで大恐慌の際、遊園地の前進であるカーニバルが、人々の心の支えになっていたという。

子供達の歓声に親達、大人達も勇気付けられ、明日への希望を取り戻したという。
そして優しくなる心を思い出し、強くもなっていったのだ。

今この日本を元気付けるのは、子供達の笑顔なのかもしれない。
子供達の心にライトオーン、親達の心にもライトオーン、そして周りの全ての人々の心にライトオーン。

僕は又空の上からこの世に素敵な綺麗な明かりが灯るのを見届けることにします。

みんなーっ『ライトオーン』だよ。
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